
□ 展示会・講習会・ガイド情報 
イベントの詳細はホームページでご確認ください。 

LIGHT CYCLES KYOTO 
光と音が織り成す新たな植物の魅力を五感で感じる 
没入型体験イベント（会場：観覧温室他） 

・日程：５月 24 日（土）～R8 年 3 月 31 日（火） 
 7/23～9/7：19 時～21 時半、9/9～3 月：18 時半～21 時半 
  （いずれも最終入場 20 時半） 毎週月曜休演  

・料金：大人（高校生以上）：当日券 2,500 円 前売券 2,300 円 
    小人（小・中学生）：当日券 1,200 円 前売券 1,100 円 
    障がい者手帳等お持ちの方：当日券 1,200 円 前売券 1,100 円 
    未就学児：無料 
・問い合わせ：京都府立植物園アートナイトウォーク実行委員会 
     LIGHT CYCLES KYOTO 運営事務局 
     （contact@lightcycles-kyoto.com） 

植物と昆虫展 
・日程：7 月 18 日（金）～8 月 24 日（日）9 時～16 時 

・内容：アリ植物は体内に空

洞を作り、その中にアリ

を住まわせ養分を利用

し外敵から身を守りま

す。食虫植物は蜜やフェ

ロモンで昆虫をおびき

寄せ栄養源として利用

します。植物が昆虫のエ

サになるだけでなく、植

物と昆虫の関係は多彩。両者の関係から植物とそれを取り

巻く生態系の不思議へみなさんを誘います。 
・会場：植物園会館 1 階展示室ほか園内各所 

バラ栽培講習会 
・日程：8 月 23 日（土）10 時半～12 時（受付 10 時～） 
・内容：バラの夏剪定の方法とその目的 
・講師：日本ばら会京都部会会員  
・定員：当日先着 60 名 
・参加費：200 円（会員無料、別途入園料が必要） 
・会場：植物園会館 2 階研修室、ばら園 

園長と園内散歩 
・日程：8 月 24 日（日）10 時～10 時 45 分 
・内容：園内の四季折々の草木について、園長が解説しながら
ご案内。10 時に植物園会館前に集合願います。（予約不要） 

公開講演会 

「けもの、植物 そして 私たち  
～芦生の森から考える自然との共生～」 

・日程：8 月 30 日（土）13 時～16 時 

・内容：芦生の森は「植物ヲ學ブモノハ一度ハ京大ノ芦生演習

林ヲ見ルベシ」と称されるほど豊かな植物相が残る貴重な

森です。しかし 1990 年代後半より増えたシカによる植物

の過採食（いわゆる食害）がみられるようになりました。

今年は、2006 年に芦生生物相保全プロジェクト（ABC プ

ロジェクト）により芦生研究林に大規模な植生保護柵がつ

くられ 20 年目、京都丹波高原国定公園が設立されて 10

年目となる節目の年です。これまでの植生保護、希少種保

全、野生動物管理について振り返り、今後の保全について

議論します。 

・主催：京都府自然環境保全課・京都府立植物園・京都大学フ

ィールド科学教育研究センター芦生研究林 

・定員： 400 名事前申込先着順（申込締切 8/27・17 時） 

・申込方法：専用フォームから申し込みを ⇒⇒ 

・参加費：無料 

・会場：京都府京都学・歴彩館大ホール 
（※植物園ではありません） 

緑化運動ポスターコンクール入賞作品展 
・日程：8/30 日（土）・31（日） 
・内容：児童生徒が作成した緑化推進啓発ポスターのコンクー

ル入賞作品を展示 
・会場：植物園会館 1 階展示室 

植物画展・コンクール 
・日程：9/5（金）～15（月・祝） 

10 時～16 時 
・内容：公募による植物を主題にし

た絵画（ボタニカルアート）
を展示。今年度より、コンク
ール形式となります。 

・会場：植物園会館 1 階展示室 

植物画体験教室 
・日程：9/5（金）・15（月・祝）9 時～12 時半（受付 9 時） 
・内容：実際の植物を見ながら植物画の書き方を初歩から指導 
・両日とも定員に達しましたので募集は締め切りました。 

私のお気に入り： ダンドボロギク：北米原産、キク科の帰化植物。段戸
山（愛知県）で初めて記録されたことが和名の由来とか。いわゆるパ
イオニア植物（先駆植物）で土砂崩れ跡地や山火 
事の後のような、新しくできた日当たりのよい場 
所で大群落を形成。近年はシカが増えた地域でも 
大群落が見られるようになりました。シカはダン 
ドボロギクを好みません。シカが既存の植生を食 
べつくして裸地化したような場所にすかさず侵入 
し地表を覆う。タネには白く長い綿毛があり、夏 
の終わりごろになるとふわふわとした白い綿帽子 
が風によく舞い、鼻の穴にもくっ付きます。若葉 
は、食用になり、灰汁抜きしてシュンギクのよう 
な味や食感が楽しめるとのことです。 (A) 

植物園たより 
              （毎週金曜日発行） 
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植物園ＨＰ   

京都府立植物園 
    〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町 
    TEL 075-701-0141   FAX 075-701-0142 
      http://www.pref.kyoto.jp/plant/ 

令和 7年 4月 1日（火）より、入園料を改定しました。 
詳しくは植物園ホームページでご確認ください。 

植物園芸相談 植物園会館２階園芸サロンへどうぞ。 
  ■ 毎週 日曜日 9:00～12:00、13:00～16:00 
  ■ 電話 075－701－0141（電話でも受付可） 

毎週開催の植物ガイド （猛暑対策７月から時間等変更） 
◇「水曜ミニガイド」〔植物園認定ガイドによる解説〕 

⇒ 7/23(水)～9/10(水)：お休みします。 

◇「土曜ミニミニガイド」〔技術課職員による解説〕 
⇒ 7 月から、10 時スタート！ 

※ 各回植物園会館前に集合してください。 

申込フォーム 

当園道端のダンドボロギク 
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①スズムシバナ
②コバギボウシ
③ツリガネニンジン
④キツネノカミソリ
⑤ノシラン

観覧温室

◇ジャングル室

①ベニマツリ

◇熱帯有用作物室

②キミノバンジロウ

◇冷房室

③インパティエンス・レペンス

◇砂漠・サバンナ室

④ウンカリナ・レーズリアナ

◇高山植物室

⑤ペルシカリア・

アンプレクシカウリス

◇ラン・アナナス室

⑥グラマトフィルム・スペキオスム

ワイルドガーデン・球根ガーデン
◆タイタンビカス（水路） ◆ルドベキア
◆トレニア ◆ニチニチソウ ◆トケイソウ
◆ペチュニアボール（北山門）
◆ニチニチソウ ◆マンデビラ

サトサクラ各種★

◆ジニア ◆マリーゴールド
◆タチアオイ ◆クレオメ
◆ルドベキア

サンゴジュ（実）★

植物園会館 噴水9:00～11:00
15:00～17:00

観覧温室

大芝生地

森のカフェ

キツネノカミソリ
（植物生態園）

ノランテア
ギアネンシス

ムクゲ★

観覧温室

植物生態園

正門・植物園会館付近花壇

◆ジニア ◆ペチュニア ◆ルドベキア
◆マンデビラ ◆サルビア ◆アカリファ
◆ネコノヒゲ ◆パパイア（花）

★バイカモ

四季彩の丘

◆ヒョウタン、ヘチマ、ヘビウリなど
◆オニバス
◆オミナエシ
◆ツルバキア ウィオラケア
◆ムクゲ‘祇園守白’
◆ヒオウギ（矮性種）
◆フジバカマ

★チユウキンレン

★マンデビラ
★ヒマワリ

キョウチクトウ★

タイタンビカス ‘カシオペア’

絶滅危惧種園・中国植物園
◆オオキンレイカ
◆ハマナス
◆トウテイラン
◆ハマカンゾウ
◆ツシマギボウシ

植物展示場
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ヘチマ棚★

エスキナントゥス
アンデルソニィ

★ヒマラヤスギ
の切株

パパイヤ‘レッドレディ’サルビア‘ビッグブルー’

★シダレエンジュ

★柑橘類（実）

シダレエンジュ★

★熱帯スイレン


